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対象は、Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, 4th,ed. 






Obsessive-Compulsive Scale (Y-BOCS)の総得点の改善率により、治療反応性を評価した。 
一年間治療を継続した者は 301(88%)例で、Y-BOCS総得点の平均改善率は 41%であった。一年後の改
善率において 38%では 50%以上の著明改善（反応性良好）を示し、28%では 30%未満で、この群は反応
性良好群に比して初診時において早発、全体的機能水準 がより低い、洞察不良などの臨床特徴を認め
た。 
以上の結果より、標準化した薬物療法と認知行動療法との併用療法は、OCD患者に対して有効である
と考えられた。 
以上の研究結果は、強迫性障害患者の治療において新知見をもたらし、この領域での発展に寄与す
る点は少なくないものと考えられた。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するも
のと判定された。 
 
 
